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議案審議6 月定例会

令和５年度一般会計　補正予算令和５年度一般会計　補正予算（第３号）（第３号）

２２億億3,0333,033万万　　55千円千円　　追加追加
～補正予算の主なもの～122億742万４千円

環境拠点整備事業補助金	 	 	 	 　 1,506万5千円
　環境拠点整備事業を進めるために新しく実行委員会を組織し、環
境拠点施設の改修を行いながら、整備後の施設運営の方向性と体
制づくりを検討する目的で、当実行委員会に補助金を支出する事業

問　�この実行委員会はどういったことを議論するのか。
答　�役場だけでは気付きにくい視点について、多くの方々から意
見をいただき、実行可能な組織として、環境拠点整備に向け
てこの実行委員会を進めていく。 環境拠点整備予定施設「マルおおさき」

くにの松原キャンプ場バンガロー建設工事	 　 1,970万円
　くにの松原キャンプ場バンガロー４号棟の建設工事費。県補助金 1/2、ふるさと応援基金・一般
財源 1/2 でまかなう。車いすでの乗り入れが可能なスロープ、手すり等も設置

問　�バンガロー増設による地域経済への波及効果があるか。旧バンガ
ローの利用率と新バンガローの利用率はどうなっているか。施設
の管理運営は適切になされているか。増設して管理が行き届くか。

答　�商店マップを窓口やHPで閲覧できたり、窓口で町内業者を紹介
している。今後は二次元コードを使って推進をはかる予定。旧バ
ンガローが、15～ 18％、新バンガローが40％の利用率である。

　　屋根の泥撤去等、管理者と打ち合わせをし、利用率向上に努める。 バンガロー外観

ふるさとゆかりの偉人マンガ製作委託料	 194万円
　ふるさとゆかりの偉人を漫画化する予算である。対象としては、野方あらさのを開拓された「いず
はらじざえもん」氏が予定されている。本予算はすべてブルーシー・アンド・グリーンランド財団（B
＆G）の100％助成で、2,500 部を製本し、小中学生の教材として
の活用

問　�漫画本の完成予定、大きさ、あらさの１か所の選定で進めた
のか、ほかに候補地の検討を行ったのか。

答　�単年度の計画であり、報告を含めて今年度中に完成を目指し
ている。ページ数は100 ページから130 ページ程度と考え
ている。候補者については、複数あったが他の方は情報量が
少なかった。 マンガ製作活用検討委員会

　おおさき議会だよりNo.168　○2



令和５年度一般会計　補正予算令和５年度一般会計　補正予算（第３号）（第３号）

２２億億3,0333,033万万　　55千円千円　　追加追加
令和５年度一般会計総額

農業機械センター改修工事	 	 	 	 　 4,500万円
　農業公社設立に向けた農業機械センターの改修工事費で、既
存の農機具倉庫修繕と、新たに 70㎡の事務所を建設予定
問　�今後の運営経費をどのように試算しているか。

答　�年間約 2,900 万円からスタートし、人件費の上昇とともに
約3,000 万円から3,500 万円の間で5年間は推移していく
と試算している。

農業機械センター

保育所等送迎用車両安全装置設置補助金　　　　245万円
　国の緊急対策に基づき、送迎バスでの置き去り事故を防止する
ため、安全装置の導入等を支援する事業

問　対象となる車両の定義及び台数は。

答　�送迎用で３列目以上の座席を有する車両である。対象となる送
迎用バスは、保育所・認定こども園が９台、放課後児童クラブ
が５台の計１４台である。

車内に設置された安全装置

スポーツ合宿等誘致促進事業補助金	 	 1,000万円
　「スポーツ観光おおさき」法人化設立に向け、おもてなし強化、合宿・大会誘致活動、台湾陸上
競技協会選手の受け入れサポート、専任職員の人材育成カリキュラム費用やアスリート向け食品開
発、プロモーション戦略策定

問　�2030 年度のスポーツ合宿者を４万人に増やす目標の根
拠、アスリート向けの食事開発を強化し提供することの
具体的な方法は、アスリート食堂の新設などを検討して
いるか。

答　�スポーツ合宿者数４万人、観光入込客数を100 万人を
目標にし、町内の生産者、飲食店、宿泊者に向けてア
スリート向け商品開発について説明会を年間複数回開
催する計画である。 台湾選手と小学生との交流

特別委員会
で

議　論
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議案審議6 月定例会
議案第25号　令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

1,064万3千円
　介護サービスには施設利用や施設入所等があるが、利用者の増減があり予測が難しいため、多少上乗
せをして交付申請している。令和４年度分の介護給付費等が確定したことにより、超過交付分を国及び
県に返還するものである。
問　�介護保険事業の財源内訳はどうなっているか。直近の高齢化率を示せ。第１号被保険者及び
第２号被保険者の認定率を示せ。

答　�介護保険事業の財源は、保険料が50％、国等からの交付金が50％である。3月末現在の高齢
化率は41％である。第１・第２号被保険者数は、令和５年３月末時点で5,068 名、認定者数は
979 名。認定率 19.3％である。

議案第26号　大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　本町の水道事業は、地域別に上水道事業と簡易水道事業で運営されているが、今回、国の指針に基
づき、それらの事業を一元化して管理していくための条例改正である。
問　�提案された計画給水人口（11,580人）は現在の本町人口よりも少なく見積もってあるが、根拠は何か。
答　�今後 5年間の人口推計等を考慮し国が示す設計書に基づき、専門のコンサルタントによりこの計
画給水人口となった。

議案第27号　	大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

　大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部改正に伴い、布設工事監督者を配置する工事内容及
びその資格と水道技術管理者の資格に関する基準の見直し及び簡易水道事業廃止等に係る条例の改
正である。
水道技術管理者：�水道事業者は、水道の管理について、技術上の業務を担当させるため、水道技術

管理者を一人置かなければならない。ただし、自ら水道技術管理者となることを妨
げない。（水道法第19条）

布設工事監督者：�水道施設の新設及び増設など。（水道法施行令第 3条�及び�水道法施行規則）

発議第2号　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について
提出者　平田…慎一…議員　　賛成者　中山…美幸…議員
要　旨：�森林環境譲与税について、林業に係る財政需要の大きな地方自治体に対し、より手厚い

配分がなされるよう、譲与基準の見直しを行うことを国に対し強く要請するものである。
地方自治法第 99条の規定により意見書を提出した。

提出先：�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣

議案第28号　菱田小学校屋内運動場等大規模改造工事請負契約の締結について
1億5,125万円

　この体育館は昭和 53年に建設され、45年が経過している。児童の安全を確保するため、屋根・
トイレ・照明等の工事を行う。
問　�工事期間中に体育館が利用できないときの対策、新築と改造の比
較は実施されたか。電気工事も含むのか。また、トイレや更衣室
の換気なども施工計画にあるか。

答　�工期は140日間、夏季休暇より着手し、１月くらいには使用できる。
工事期間中必要であれば、総合体育館を使用することになる。新築
との比較は実施していない。照明はＬＥＤ照明になり、トイレ等の換
気も十分考えてあり、多目的トイレも計画に含んでいる。 工事着工された屋内運動場
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6月定例会議案等に対する採決状況一覧
（〇賛成　●反対　議長（富重幸博）は表決に加わらない。）

議案等
の番号 件　　　　　　　　　名

賛 否 の 意 思 表 示

藤
田
香
澄

草
原
正
和

岡
元
修
一

平
田
慎
一

児

玉

孝

德

稲
留
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晴

神

﨑

文

男

宮
本
昭
一

吉

原

信

雄

中
山
美
幸

中
倉
広
文

富
重
幸
博

議決結果

承   認 
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて 
（令和４年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

承   認 
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて 
（大崎町町税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

承   認 
第 3 号

専決処分の承認を求めることについて 
（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について） 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

議   案 
第 24 号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 25 号

令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 26 号

大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 27 号

大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術
管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議   案 
第 28 号

菱田小学校屋内運動場等大規模改造工事請負契約の
締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

同　 意 
第3~13号 農業委員会委員の任命について - - - - - - - - - - - - 同意

発 議 
第 ２ 号

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
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児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員　　　　Ｐ7
・防災行政について
・自転車のヘルメット着用について

中
なか

　山
やま

　美
み

　幸
ゆき

　議員　　　　Ｐ8
・介護保険制度について

草
くさ

　原
はら

　正
まさ

　和
かず

　議員　　　　Ｐ9
・セントロランド・旧あすぱる大崎について
・ゴミ問題について

稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員　　　　Ｐ10
・本町自治体とインボイスについて
・人口減少対策について
・空き家及び放棄地について

中
なか

　倉
くら

　広
ひろ

　文
ふみ

　議員　　　　Ｐ11
・水田活用直接支払交付金の畑地化促進事業について
・有機農業の推進について
・マイナンバーカードの活用について

岡
おか

　元
もと

　修
しゅう

　一
いち

　議員　　　　Ｐ12
・「教育の町大崎」の実現について
・大崎町地域にぎわいづくり事業について

藤
ふじ

　田
た

　香
か

　澄
すみ

　議員　　　　Ｐ13
・子どもの大崎町での居場所づくりについて
・子ども真ん中のまちづくりについて
・男女共同参画推進事業の進捗について
・選挙公報の導入及び条例化について

平
ひら

　田
た

　慎
しん

　一
いち

　議員　　　　Ｐ 14
・町民への情報公開について
・行政監査の現況認識について

一  般  質  問一  般  質  問 ８
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

　おおさき議会だよりNo.168　○6



問 

近
年
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
線
状
降
水
帯
の
発
生
や
、

勢
力
の
強
い
台
風
が
多
発
し

て
い
る
。
大
規
模
災
害
発
生

時
に「
想
定
外
を
想
定
内
に

す
る
」
設
備
の
整
備
や
避
難

訓
練
を
活
か
し
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

共
助
に
よ
る
災
害
訓
練
の

必
要
性
を
伝
え
る

答 

町
長　

防
災
計
画
に
基

づ
き
関
係
機
関
と
情
報
共
有

や
体
制
整
備
、
有
事
の
応
援

協
定
も
締
結
し
て
い
る
。
大

規
模
災
害
時
に
は
、
自
衛
隊

や
消
防
、
警
察
な
ど
の
支
援

の
遅
れ
が
想
定
さ
れ
、
地
域

で
の
共
助
に
よ
る
救
済
活
動

が
必
要
で
、
災
害
訓
練
の
中

で
必
要
性
を
促
す
体
制
を
整

備
し
て
い
く
。

避
難
時
の
車
の
渋
滞
対
策
は

問 

災
害
に
よ
り
大
規
模
な

車
の
渋
滞
が
起
こ
っ
た
場
合

の
対
策
は
あ
る
の
か
。

防
災
計
画
の
見
直
し
を
検
討

答 

町
長　
避
難
場
所
ま
で
の

距
離
や
要
支
援
者
な
ど
、
や

む
を
得
ず
車
で
避
難
さ
れ
る

方
も
い
る
の
で
、
実
情
に
合
っ

た
避
難
経
路
や
個
別
避
難
計

画
の
作
成
、
警
察
と
連
携
し

た
交
通
規
制
な
ど
、
想
定
外

の
事
態
に
備
え
た
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

避
難
誘
導
灯
の
設
置
を

問 

災
害
が
夜
間
に
発
生
し

停
電
し
た
場
合
は
、
避
難
に

支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
避
難
誘
導
灯
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

可
能
な
場
所
か
ら
設
置
す
る

答 

町
長　

停
電
で
も
使
え

る
避
難
誘
導
灯
の
設
置
は
、

道
路
状
況
な
ど
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
可
能
な
場
所

か
ら
設
置
を
考
え
る
。

避
難
所
へ
停
電
時
に
も
使
え

る
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

問 

避
難
所
と
な
る
体
育
館

の
空
調
で
は
３
分
の
２
の
国

の
補
助
が
あ
る
。
停
電
時
に

も
使
え
大
規
模
な
受
電
設
備

が
い
ら
ず
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
安
い
Ｇ
Ｈ
Ｐ（
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
空
調
）の
計
画
は
な

い
か
。

総
合
的
に
検
証
し
判
断
す
る

答 

町
長　
現
在
、
総
合
体
育

館
の
大
規
模
改
修
工
事
に
係

る
空
調
設
備
の
仕
様
に
つ
い

て
設
計
事
業
者
と
協
議
中
で

あ
る
。
空
調
シ
ス
テ
ム
の
動

力
源
は
ガ
ス
か
電
気
か
、
総

合
的
に
検
証
し
判
断
し
た
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
の
助
成
を

問 

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

自
転
車
事
故
で
死
亡
者
の
約

７
割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負

い
、
致
死
率
は
２
～
３
倍
も

高
い
。
１
人
で
も
購
入
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
購
入
費

の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

今
後
検
討
す
る

答 

町
長　

命
を
守
る
手
段

と
し
て
着
用
が
必
要
で
あ
る

が
、
呼
び
か
け
や
意
識
を
高

め
る
取
組
が
先
決
で
は
な
い

か
と
思
う
。
助
成
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
の
想
定
外
を
な
く
す
施
策
を
示
せ

訓
練
の
必
要
性
を
伝
え
体
制
を
整
備
し
て
い
く

大地震を想定した避難訓練（大丸校区）

停電でも使える避難誘導灯

児玉　孝德 議員

○　おおさき議会だよりNo.1687



問 

第
８
期
介
護
保
険
事
業

で
は
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
住
民
）と
第
２

号
被
保
険
者（
40
歳
以
上
65

歳
未
満
）
か
ら
保
険
料
が
徴

収
さ
れ
、
各
市
町
村
で
運
営

し
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設

ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
水
準
や
質
に
差
が
あ
り
、

利
用
者
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
格

差
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
か
ら
の
第
９
期
の

運
営
計
画
策
定
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
る
か
。

保
険
料
な
ど
の
見
直
し
も

検
討
課
題
で
あ
る

答 
町
長
　
現
在
9
０
０
人

台
の
認
定
者
及
び
利
用
者
が

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

必
要
と
思
わ
れ
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
負
担
割
合
も
検
討
中

で
あ
る
。
施
設
の
進
捗
不
足

に
よ
り
給
付
額
の
伸
び
が
限

ら
れ
て
お
り
、
保
険
料
見
直

し
も
考
慮
し
て
い
る
。
今
後

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し

情
報
収
集
に
努
め
る
。

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護

手
当
支
給
は
続
い
て
い
る
か

問 

介
護
4
・
5
認
定
者
を
在

宅
で
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の

介
護
を
さ
れ
て
い
る
場
合
の

補
助
金
制
度（
５
０
０
０
円
）

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
介
護

保
険
を
利
用
し
入
浴
す
る
と

1
回
１
万
２
6
０
０
円
程
度

か
か
る
こ
と
が
試
算
で
き
る

が
、
補
助
金
の
金
額
は
事
足

り
て
い
る
と
考
え
る
か
。

制
度
策
定
時
に
大
き
な
議
論

と
な
っ
た

答 

町
長
　
介
護
保
険
制
度

利
用
に
よ
る
在
宅
介
護
に
お

け
る
入
浴
介
助
費
用
は
、
介

護
度
評
価
に
よ
り
変
わ
る
。

　

介
護
保
険
制
度
の
導
入
当

初
か
ら
女
性
の
役
割
が
重
要

視
さ
れ
、
十
分
な
手
当
か
議

論
さ
れ
て
き
た
。
自
治
体
に

よ
っ
て
は
５
０
０
０
円
と
い

う
金
額
も
存
在
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
詳
細
に
つ
い
て

は
今
後
調
査
検
討
す
る
。

介護保険を活用した場合の負担金

基準額単価 保険負担
国・市・町・村

利用者負担
1割負担の

場合

訪問入浴
介護費 ¥12,600 ¥11,340 ¥1,260

初回加算 ¥2,000 ¥1,800 ¥200

地域特性や介護度、入浴状態により加減もある

保
険
料
の
算
定
基
準
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か

問 

大
崎
町
の
介
護
保
険
料
は
、

鹿
児
島
県
内
で
上
位
７
位
に

位
置
し
て
お
り
、
類
似
団
体

と
し
て
比
較
し
て
も
突
出
し

て
高
い
。
本
町
の
算
定
基
準

は
、
国
の
標
準
と
同
じ
９
段

階
だ
が
11
段
階
や
12
段
階
の

自
治
体
も
あ
る
。
多
段
階
採

用
で
細
や
か
な
徴
収
基
準
が

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

保
険
料
の
高
騰
に
注
意
し

段
階
設
定
も
考
え
る

答 

町
長
　
気
遣
い
な
が
ら

保
険
料
を
抑
え
る
方
法
を
考

え
て
い
る
。
基
金
を
設
置
し
、

対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
新

た
な
段
階
設
定
も
視
野
に
検

討
す
る
。

第
９
期
介
護
保
険
制
度
の

運
営
計
画
を
示
せ

実
態
調
査
と
重
度
化
抑
止
対
策
を

進
め
る

中山　美幸 議員

高齢者による家族介護

介護保険料一覧表
市町村名 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期 高い順位 あげ率（％）

南 さ つま 市 4,100 5,200 5,600 6,500 7,400 1 113.85%
肝 付 町 4,139 5,500 6,300 6,500 7,200 2 110.77%
和 泊 町 4,212 5,580 6,120 7,600 7,100 3 93.43%
瀬 戸 内 町 4,500 5,700 7,300 7,700 6,900 4 89.61%
与 論 町 4,050 5,000 6,200 6,800 6,800 5 -
指 宿 市 4,010 4,381 5,070 6,000 6,791 6 113.18%
鹿 屋 市 4,600 5,990 6,040 6,430 6,700

7
104.20%

大 崎 町 4,450 4,500 5,700 6,500 6,700 103.08%
東 串 良 町 4,100 5,000 5,900 6,200 6,700 108.06%
曽 於 市 4,288 4,950 5,657 5,816 6,669 8 114.60%
志 布 志 市 4,544 5,760 6,163 6,320 6,200 15 98.10%
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問 

旧
あ
す
ぱ
る
大
崎
の
無

償
譲
渡
後
の
運
営
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
評
価
し
て
い

る
か
。

一
定
の
評
価
は
し
て
い
る

答 

町
長　

令
和
３
年
４
月

１
日
付
け
で
阿
部
商
事
有
限

会
社
へ
建
物
を
無
償
譲
渡
し
、

令
和
４
年
11
月
よ
り
フ
ル
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
。
客
室
増

や
こ
れ
ま
で
に
な
い
魅
力
あ

る
改
修
を
さ
れ
て
お
り
、
現

段
階
で
は
一
定
の
評
価
を
し

て
い
る
。

利
用
者
の
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
る
か

問 『
利
用
料
が
高
い
』『
休
館

日
が
多
す
ぎ
る
』『
休
館
日

が
多
い
の
で
物
産
館
へ
の
出

品
に
影
響
が
あ
る
』
等
の
声

が
あ
る
が
、
阿
部
商
事（
有
）

と
協
議
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
大
崎
町
の
観
光
拠

点
、
賑
わ
い
づ
く
り
の
場
と

し
て
進
め
て
い
け
な
い
か
。

意
見
を
伝
え
る

答 

町
長　

譲
渡
後
は
、
民

間
企
業
の
運
営
で
あ
る
た
め
、

料
金
設
定
や
営
業
時
間
、
営

業
日
等
は
阿
部
商
事（
有
）

で
の
判
断
に
な
る
が
、
い
ろ

い
ろ
な
方
々
の
意
見
も
聞
い

て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
伝
え
る
。

埋
め
立
て
処
分
場
の
今
後
は

問 
リ
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り

は
埋
め
立
て
処
分
場
の
延
命

化
が
目
的
で
あ
る
が
、
処
分

場
が
満
杯
に
な
っ
た
場
合
、

次
世
代
に
ど
の
よ
う
な
形
で

ゴ
ミ
の
処
分
を
引
き
継
ぐ
の

か
。

さ
ら
な
る
延
命
化
に
取
組
む

答 

町
長　

現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
延

命
化
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
実
施
す
る
。

ゴ
ミ
の
回
収
回
数
増
の
要

望
の
認
識
は

問 

ゴ
ミ
の
回
収
回
数
増
は

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
要
望

し
て
い
る
か
。
要
望
に
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

子
育
て
世
代
や
集
合
住
宅

の
方
々
の
要
望
が
多
い

答 

町
長　

子
育
て
世
代
や

集
合
住
宅
な
ど
で
保
管
場
所

が
狭
い
方
々
が
希
望
し
て
い

る
。
自
治
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
２
回
回
収
を
要
望
し
た
地

区
は
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

少
数
意
見
へ
の
対
応
は

問 

子
育
て
世
代
や
集
合
住

宅
で
回
収
増
を
要
望
し
て
い

る
方
は
、
人
口
比
率
か
ら
し

た
ら
少
人
数
に
な
っ
て
し
ま

い
、
当
番
等
の
負
担
を
考
え

る
と
２
回
回
収
を
選
択
で
き

な
い
自
治
会
が
あ
る
と
思

う
。
少
人
数
の
要
望
が
あ
る

地
区
の
対
応
は
ど
う
す
る
の

か
。

自
治
会
で
の
協
議
を
求
め
る

答 

環
境
政
策
課
長　

基
本

的
に
は
当
番
に
立
ち
合
い
を

し
て
も
ら
い
、
話
し
合
い
で

２
回
回
収
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。
分
別
に
慣
れ
て
き

て
立
ち
合
い
は
不
要
と
判
断

し
て
、
当
番
の
立
ち
合
い
無

し
で
２
回
回
収
を
選
択
し
て

い
る
自
治
会
も
あ
る
。

負
担
軽
減
に
努
め
る
べ
き

問 

公
民
館
長
や
当
番
の
負

担
に
な
ら
な
い
方
向
性
、
困

っ
た
と
き
の
窓
口
設
置
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の

出
し
忘
れ
や
未
回
収
の
ゴ
ミ

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
検

討
で
き
な
い
か
。

最
善
な
方
法
を
模
索
す
る

答 

町
長　

出
し
忘
れ
や
指

定
日
に
出
せ
な
か
っ
た
場
合

等
の
集
積
場
の
検
討
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
だ
ゴ
ミ
出
し
困

難
者
の
こ
と
も
考
え
、
ゴ
ミ

出
し
の
最
善
な
方
法
を
模
索

す
る
。

旧
あ
す
ぱ
る
大
崎
の
無
償
譲
渡
後

の
状
況
を
示
せ

意
見
や
要
望
を
運
営
会
社
に
伝
え
る

草原　正和 議員

月１回の大量の資源ゴミ

改修後の旧あすぱる大崎

○　おおさき議会だよりNo.1689



問 

10
月
１
日
か
ら
始
ま
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
本
町
が

買
い
手
と
な
る
場
合
と
売
り

手
と
な
る
場
合
ど
う
い
う
影

響
が
出
て
く
る
か
。

一
般
会
計
や
特
別
会
計
ご

と
の
対
応
が
必
要
で
あ
る

答 

町
長　

本
町
が
買
い
手

の
場
合
、
一
般
会
計
に
係
る

業
務
で
は
経
費
で
あ
り
、
売

上
税
額
と
仕
入
れ
税
額
は
同

額
と
み
な
す
特
例
が
あ
り
、

消
費
税
納
入
義
務
も
申
告
義

務
も
な
い
。
そ
の
た
め
売
り

手
に
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
る

こ
と
も
な
い
し
、
免
税
事
業

者
で
あ
っ
て
も
取
引
を
止
め

る
こ
と
も
な
い
。

　

ま
た
、
本
町
が
売
り
手
の

場
合
、
相
手
方
は
経
費
と
な

る
こ
と
か
ら
本
町
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
の
発
行
が
必
要
と
な

る
。
一
般
会
計
、
上
下
水
道

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
既

に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
済
ま

せ
て
お
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
る
。

本
町
で
の
過
去
10
年
間
の

人
口
動
態
を
示
せ

問 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
本
町
過
去
10
年
間
の
人
口

動
態
を
示
せ
。

減
少
傾
向
に
あ
る

答 

町
長　

各
年
度
の
４
月

１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の

届
け
出
の
年
度
ご
と
の
人

口
、
転
入
、
転
出
、
出
生
、

死
亡
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

10
年
間
で
出
生
数
が
半
減

し
て
い
る
要
因
は
何
か

問 

平
成
25
年
か
ら
、
こ
こ

10
年
間
で
出
生
数
が
半
数
近

く
減
っ
て
い
る
。
人
口
減
少

対
策
効
果
な
ど
、
ど
う
分
析

し
て
い
る
か
。

自
然
減
の
要
因
を
埋
め
ら

れ
な
い

答 

町
長　

人
口
減
の
要
因

と
し
て
は
、転
入
と
転
出
で
、

住
宅
政
策
を
行
っ
た
時
は
転

入
が
多
い
と
き
が
過
去
の
例

と
し
て
あ
っ
た
。
毎
年
の
死

亡
が
２
０
０
人
を
超
え
て
い

る
状
況
で
、
若
い
人
が
少
な

い
の
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
差
を
な
か
な
か
埋
め
ら

れ
な
い
。

空
き
家
の
現
状
を
示
せ

問 

空
き
家
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
が
実
数
は
何
件
か
。

空
き
家
は
９
８
７
件

答 

町
長　

空
き
家
の
現
状

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

耕
作
放
棄
地
の
現
状
を
示
せ

問 

再
生
可
能
農
地
面
積
は

い
く
ら
か
。

合
計
１
２
０
㌶
で
、
１
３
８ 

０
筆
で
あ
る

答 

町
長　

本
年
４
月
末
で

再
生
可
能
農
地
は
田
が
51
㌶
、

畑
が
69
㌶
、
合
計
１
２
０
㌶
、

１
３
８
０
筆
で
あ
る
。

稲留　光晴 議員

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
後
の
本
町
へ
の

影
響
は
ど
う
か

買
い
手
は
特
例
で
免
除
さ
れ
て
い
る

人口等の推移　　　　　　　　　　大崎町 R5.6.6
年度 人口 社会動態 自然動態

転入 転出 出生 死亡
H 2 5 1 4 , 1 9 0  5 4 2 6 3 5 1 0 2 2 3 3
H 2 6 1 3 , 9 3 3  5 5 9 6 3 8 7 7 2 3 2
H 2 7 1 3 , 8 0 5  6 3 1 6 2 9 1 0 5 2 1 4
H 2 8 1 3 , 4 8 8  5 5 6 7 0 3 8 6 2 1 3
H 2 9 1 3 , 2 7 7  5 7 9 5 8 8 9 5 2 4 3
H 3 0 1 3 , 0 6 2  6 0 8 6 2 6 7 7 2 2 4
R 1 1 2 , 8 8 0  6 6 3 6 7 4 7 2 2 2 3
R 2 1 2 , 6 7 5  5 7 9 5 9 4 5 4 2 2 5
R 3 1 2 , 3 3 1  3 9 3 5 6 3 6 6 2 2 9
R 4 1 2 , 2 1 4  9 0 5 8 4 9 5 9 2 2 6

届け出日　4 月 1 日から 3 月 31 日で算出

平成２８年度空き家実態調査結果（町内全域）
（調査対象家屋　１，５８７件）

空き家

居住可能 ４７０件

居住不可能 ３２２件

補修により居住可能 １９５件

計 ９８７件

非空き家 非空き家、物件なし、
調査不能等 ６００件
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問 

２
０
２
６
年
ま
で
に
水

張
り
が
な
さ
れ
な
い
水
田
は

交
付
金
事
業
の
対
象
外
と
な

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
か
。

座
談
会
や
申
請
時
に
周
知

答 

町
長
　
農
政
座
談
会
に
お

け
る
説
明
と
欠
席
者
に
は
資

料
を
送
付
し
た
。
さ
ら
に
交

付
金
申
請
時
に
も
水
稲
作
付

け
の
可
否
や
、
必
要
に
応
じ
て

畑
地
化
促
進
事
業
の
説
明
及

び
要
望
の
有
無
を
確
認
し
た
。

今
後
の
計
画
を
示
せ

問 

早
急
に
具
体
的
な
取
り

組
み
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
の
計
画
を
示
せ
。

実
証
事
業
を
実
施

答 

農
林
振
興
課
長
　
今
年

度
中
に
事
前
調
査
を
行
い
、

令
和
６
年
度
に
モ
デ
ル
地
区
で

新
た
な
作
物
の
実
証
事
業
や

販
路
調
査
を
行
う
。
そ
の
後
、

令
和
８
年
度
ま
で
他
地
区
への

横
展
開
を
は
かって
い
く
。

実
施
事
業
者
の
選
定
は

問 

実
施
事
業
者
は
ど
の
よ

う
に
選
定
し
、
ど
の
地
区
を

想
定
し
て
い
る
か
。

農
業
者
団
体
に
委
託

答 

農
林
振
興
課
長
　
最
も

影
響
を
受
け
る
地
区
の
農
業

者
で
構
成
し
た
団
体
へ
の
委

託
で
、
実
施
地
区
は
１
地
区

３
か
所
程
度
を
考
え
て
い
る
。

実
施
事
業
者
の
負
担
金
は

問 

圃
場
改
善
経
費
な
ど
の

実
証
事
業
者
負
担
金
は
ど
う

な
る
か
。

事
業
期
間
は
負
担
金
な
し

答 

町
長
　
調
査
事
業
及
び

横※

展
開
時
に
は
負
担
は
求
め

な
い
。
横
展
開
を
新
た
に
他

地
区
で
実
施
す
る
場
合
は
、

圃
場
の
状
況
等
を
踏
ま
え
支

援
の
可
否
を
検
討
す
る
。

※�

横
展
開
と
は
、
事
業
を
同
じ
よ

う
な
地
区
に
広
げ
て
い
く
こ
と

有
機
農
業
へ
の
取
組
み
は

問 

町
長
の
公
約
で
あ
る
有

機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
取
組
が
な
さ
れ

て
き
た
か
。

現
在
は
交
付
金
の
交
付
の
み

答 

町
長　

慣
行
か
ら
化
学

肥
料
の
使
用
を
５
割
以
上
低

減
さ
せ
た
農
業
者
に
対
し
て
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

有
機
質
資
材
の
活
用
推
進
は

問 

本
町
リ
サ
イ
ク
ル
の
副

産
物
で
あ
る
有
機
資
材
の
活

用
な
ど
、
実
施
可
能
な
と
こ

ろ
か
ら
有
機
農
業
へ
の
関
心

を
少
し
ず
つ
高
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。　

活
用
推
進
に
努
め
る

答 

町
長　

有
機
堆
肥
を
活

用
し
た
農
産
物
の
生
産
販
売

は
実
施
し
て
い
き
た
いの
で
、
堆

肥
の
ペ
レ
ッ
ト
化
の
検
討
も
含

め
前
向
き
に
取
り
組
ん
でい
く
。

学
校
給
食
へ
の
利
用
は

問 

学
校
給
食
へ
の
利
用
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

協
議
し
進
め
て
い
く

答 

町
長　

有
機
肥
料
と
減

農
薬
生
産
を
前
提
に
教
育
長

と
も
協
議
し
進
め
て
い
く
。

農
産
物
認
証
取
得
の
支
援
は

問 

有
機
農
業
へ
の
関
心
を
促

す
取
組
み
と
し
て
、
農
産
物

認
証
制
度
の
認
証
取
得
支
援

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

答 

町
長　
す
で
に
取
得
さ
れ

て
い
る
農
業
者
や
今
後
新
た
に

取
得
さ
れ
る
農
業
者
も
含
め
、

認
証
手
数
料
の
支
援
に
つい
て

は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
事
業

制
度
改
正
の
対
策
を
示
せ

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
横
展
開
を

は
か
っ
て
い
く

中倉　広文 議員

今後の活用が懸念される水田地域

リサイクルにより生成された
有機資材

○　おおさき議会だよりNo.16811



問 

各
小
学
校
の
児
童
数
及

び
学
級
数
の
現
状
、
今
後
の

予
想
は
ど
う
な
る
か
。

将
来
的
に
は
学
級
減
少
に

答 

教
育
長
　
各
学
校
の
児

童
数
及
び
学
級
数
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

な
お
、
将
来
の
学
級
編
成

数
に
つ
い
て
は
県
の
指
針
も

あ
り
、
現
段
階
で
答
え
る
の

は
難
し
い
が
、
出
生
率
低
下

と
共
に
児
童
数
の
減
少
が
考

え
ら
れ
る
の
で
複
式
学
級
増

加
へ
移
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

複
式
、単
式
担
当
教
員
の
労

働
内
容
の
違
い
を
示
せ

問 

こ
れ
か
ら
複
式
学
級
が

増
え
る
と
担
当
す
る
教
員
は
、

単
式
学
級
に
比
べ
て
仕
事
の

内
容
が
ど
の
様
に
変
わ
る
か
。

観
点
に
よ
っ
て
環
境
が
違
う

答 

教
育
長
　
複
式
学
級
は

45
分
内
に
２
つ
の
授
業
を
行

う
た
め
、
授
業
の
準
備
が
２

倍
に
な
り
作
業
量
の
増
加
が

考
え
ら
れ
る
。
単
式
学
級
は
、

児
童
数
が
多
い
の
で
個
別
指

導
等
に
よ
り
多
く
の
時
間
を

費
や
す
。

　

公
務
分
掌
の
校
内
の
仕
事

は
、
小
規
模
校
の
方
が
人
数

面
で
役
割
が
多
く
な
る
。

理
解
度
に
差
は
生
じ
な
い
か

問 

複
式
学
級
で
は
直
接
の

授
業
は
半
分
の
時
間
し
か
受

け
ら
れ
な
い
が
、
子
ど
も
た

ち
の
理
解
度
に
差
は
生
じ
な

い
か
。

理
解
度
差
は
感
じ
ら
れ
な
い

答 

教
育
長
　
教
育
課
程
の

年
間
指
導
計
画
に
基
づ
い
て

各
学
校
の
学
習
内
容
は
進
め

ら
れ
て
お
り
、
鹿
児
島
学
習

定
着
度
調
査
で
も
県
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
の
工
夫

も
評
価
し
て
い
る
。

学
習
支
援
員
確
保
に
つ
い
て

問 

授
業
内
容
の
充
実
を
は

か
る
観
点
か
ら
、
授
業
も
担

え
る
学
習
支
援
員
の
確
保
が

必
要
で
は
な
い
か
。

確
保
に
前
向
き
に
研
究
す
る

答 

教
育
長
　
現
在
、
定
員

に
満
た
な
い
学
校
に
正
式
な

教
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
最

優
先
だ
と
思
う
が｢

地
域
の

子
は
地
域
で
育
て
る｣

と
言

う
観
点
か
ら
進
め
る
。

地
域
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て

問 

本
事
業
の
目
的
及
び
補

助
対
象
団
体
と
年
間
予
算
を

示
せ
。

地
域
の
活
性
化
を
図
る
事
業

答 
町
長
　
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
団
体
に
対
し

て
必
要
な
助
成
を
行
う
。
対

象
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
、

公
民
分
館
、
自
治
公
民
館
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
で
、
予

算
は
、
１
団
体
10
万
円
の
２

組
を
予
定
し
て
い
る
。

予
算
や
条
件
の
改
正
を
す
べ
き

問 

各
団
体
の
自
主
的
な
活

動
を
後
押
し
す
る
観
点
か
ら

予
算
の
増
額
と
申
請
条
件
を

改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

真
摯
に
対
応
す
る

答 

町
長
　
事
業
の
活
用
を

考
え
る
団
体
か
ら
補
助
制
度

の
内
容
等
に
つ
い
て
要
望
が

あ
れ
ば
、
拡
充
に
向
け
必
要

な
制
度
を
検
討
す
る
。

学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
は
か
れ

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
進
め
る

岡元　修一 議員

複式学級授業

各小学校学級数

小学校 児童数 通常
学級

特別
支援

大崎 320 12 5
野方 77 6 2
大丸 62 6 2
菱田 55 5 2
中沖 50 6 1
持留 26 3 1

（令和５年４月６日現在）

えんがわカーリング（持留地区）
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問 

本
町
の
小
中
学
生
８
７
５

名
の
う
ち
、
不
登
校
、
通
級

ク
ラ
ス
、
特
別
支
援
学
級
な

ど
、
通
常
学
級
以
外
の
機
会

を
活
用
し
て
い
る
子
ど
も
が

全
体
の
１
割
を
超
え
る
。
子

ど
も
が
必
要
な
居
場
所
に
つ

い
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
進

め
ら
れ
な
い
か
。

ニ
ー
ズ
調
査
は
検
討
し
た
い

答 

教
育
長
　
現
状
困
り
感

の
あ
る
子
ど
も
に
は
、
か
け

は
し
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
不
登
校
の
子
に

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
自
主

学
習
支
援
、
Ａ※

Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
Ｌ※

Ｄ

の
子
に
は
社
会
的
ス
キ
ル
な

ど
の
学
習
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。
他
に
必
要
な
居
場
所

の
調
査
は
し
て
い
な
い
た
め
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

ニ
ー
ズ
調
査
は
検
討
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
子
ど
も
の

意
見
反
映
を
さ
せ
る
べ
き

問 

「
子
ど
も
基
本
法
」
が
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
の
を
受

け
て
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う

な
子
ど
も
施
策
を
打
つ
予
定

か
。
子
ど
も
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
計
画
を
策
定
し
た
い

答 

町
長　

国
の
子
ど
も
大

綱
や
こ
ど
も
家
庭
庁
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
ま
ず
は
町
民

の
皆
様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
通
し
て
情

報
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

加
え
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
が
さ

ら
に
充
実
す
る
よ
う
支
援
し

た
い
。
本
町
で
も
子
ど
も
に

関
す
る
計
画
は
策
定
予
定
で

あ
る
。

役
場
の
男
女
共
同
参
画
を

問 

本
町
の
男
女
共
同
参
画

推
進
に
向
け
て
、
行
政
内
に

お
け
る
目
標
値
と
計
画
は
何

か
。
２
０
３
０
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
て
女
性
の
管

理
職
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

管
理
職
登
用
に
向
け
た
研

修
に
取
り
組
む

答 

町
長　

役
場
の
女
性
比

率
は
37
・
５
％
だ
が
、
管
理

職
が
い
な
い
の
が
現
状
。

　

女
性
管
理
職
が
い
る
こ
と

で
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
で

政
策
等
を
捉
え
、
結
果
的
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄

与
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
管

理
職
登
用
に
向
け
た
能
力
向

上
を
は
か
る
た
め
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
研
修
等
に
取
り
組

み
た
い
。

選
挙
公
報
の
導
入
を

問 

町
民
が
候
補
者
を
一
覧

で
比
較
で
き
る
よ
う
に
選
挙

公
報
の
導
入
を
検
討
で
き
な

い
か
。

他
市
町
の
取
り
組
み
事
例
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
い

答 

町
長　

令
和
２
年
12
月

に
選
挙
公
報
の
導
入
検
討
を

行
な
っ
た
が
、
印
刷
、
発
送

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
踏
ま
え
、

導
入
を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ

る
。
発
送
だ
け
で
な
く
、
期

日
前
投
票
所
で
の
配
布
や
ウ

ェ
ブ
公
開
な
ど
の
事
例
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
十
分
検
討

を
し
、
少
し
で
も
実
現
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
求
め
る

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

調
査
を
検
討
し
た
い

藤田　香澄 議員

今年度新たに開設された菱田の子ども食堂の様子

＜令和５年４月１日時点の状況＞

職員の女性比率
（会計年度任用職員含む）

女性管理職比率

37.5％ 0％
⬇⬇

7％を目指す！
（令和7年度までに）

※�

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
は
、
注
意
欠
如
・

多
動
性
障
害
の
こ
と�

※
Ｌ
Ｄ
と
は
、
学
習
障
害
の
こ
と
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問 

町
民
へ
情
報
を
十
分
に
公

開
し
、
町
政
の
監
視
・
参
加

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
積
極

的
な
情
報
公
開
・
共
有
の
認

識
を
示
せ
。

公
正
で
開
か
れ
た
情
報
公
開

答 

町
長　

情
報
公
開
条
例

に
沿
い
公
開
と
提
供
・
理
解

と
信
頼
を
確
保
し
町
民
参
加

の
開
か
れ
た
町
政
推
進
に
努

め
、
説
明
責
任
を
全
う
す
る
。

行
政
監
査
の
現
況
認
識
は

問 

３
月
議
会
で
、
個
別
外

部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

に
関
す
る
条
例
を
議
員
発
議

し
、
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

内
容
は
個
別
外
部
監
査
委
員

【
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
等
】

に
対
し
監
査
を
求
め
、
結
果

の
報
告
を
請
求
す
る
。

【
監
査
を
求
め
る
事
項
】

●
Ｒ
４
一
般
会
計
補
正
予
算

●
Ｒ
５
一
般
会
計
予
算

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会

●
衛
生
自
治
会

● （
有
）そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
事
務
執
行

【
発
議
理
由
を
抜
粋
】

問 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会

と
衛
生
自
治
会
共
同
に
よ
る

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
所
有

の
マ
ル
お
お
さ
き
改
修
工

事
が
、
議
会
へ
の
説
明
・
予

算
審
査
も
行
わ
れ
な
い
状
況

で
事
前
着
工
が
発
覚
し
た
が
、

認
識
と
対
応
に
つ
い
て
示
せ
。

予
算
執
行
の
透
明
性
と
議
会

へ
の
信
頼
回
復
に
努
め
る

答 

町
長　

両
団
体
の
財
源

と
工
事
箇
所
が
異
な
る
が
、

工
事
発
注
は
衛
生
自
治
会
が

一
体
的
に
行
い
、
議
会
に
対

し
て
説
明
し
て
お
ら
ず
事
前

着
工
と
捉
え
ら
れ
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。
再
発
防
止

に
努
め
予
算
執
行
の
透
明
性

の
向
上
を
は
か
り
、
議
会
に

対
し
信
頼
回
復
に
努
め
る
。

地
方
公
務
員
法
違
反
で
は

問 

衛
生
自
治
会
の
収
支
決

算
に
出
て
い
な
い
通
帳
発
覚

の
認
識
、
会
計
管
理
は
旧
住

民
環
境
課
が
担
い
、
ル
ー
ル

上
会
計
課
に
預
け
る
通
帳
を

職
員
が
隠
し
て
持
っ
て
お
り
、

決
裁
や
許
可
を
得
ず
使
用
し
、

不
正
な
会
計
処
理
を
知
り
な

が
ら
報
告
是
正
を
行
わ
な
か

っ
た
。
地
方
公
務
員
法
第
29

条
違
反
で
は
な
い
か
。
認
識

と
対
応
を
示
せ
。

公
金
公
物
処
理
に
適
正
を

欠
き
職
員
の
処
分
を
行
っ
た

答 

町
長　

準
公
金
と
し
て

会
計
課
で
通
帳
保
管
す
べ
き

が
守
ら
れ
ず
、
４
月
に
職
員

懲
戒
審
査
委
員
会
を
開
き
法

第
29
条
に
該
当
し
な
い
と
判

断
し
た
が
、
公
金
公
物
処
理

に
適
正
さ
を
欠
き
公
務
の
運

営
に
支
障
を
与
え
た
た
め
関

係
職
員
の
処
分
を
行
っ
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
売
価
品
の
現
況

を
示
せ

問 

（
有
）
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

売
価
の
民
間
価
格
差
の
現
況

及
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
で
、
毎

年
、年
５
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア・

バ
リ
島
等
に
、
職
員
を
含
め

同
じ
方
が
渡
航
し
て
い
る
が
、

事
務
処
理
も
含
め
て
適
正
な

の
か
示
せ
。

売
価
の
直
近
は
約
９
９
２
万
円

答 

町
長　

益
金
の
指
摘
時

は
約
５
１
１
万
円
、
直
近
で

約
９
９
２
万
円
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
業
に
お
け
る
渡
航
者
は
同

じ
方
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

環
境
政
策
課
長　
（
有
）そ
お

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
方
は

個
人
情
報
で
名
前
を
公
表
で

き
な
い
。

当
該
問
題
の
監
査
委
員
所
見
は

問 

財
政
援
助
団
体
の
監
査

を
行
う
の
か
所
見
を
示
せ
。

監
査
を
行
う
こ
と
は
可
能

答 

監
査
委
員
　
他
の
財
政

援
助
団
体
同
様
、
適
切
な
時

期
に
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

※
地
方
自
治
法
の
内
部
統
制
制
度

を
導
入
し
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
・
体
制

整
備
を
行
い
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
と
提
案
し
た
。

情
報
公
開
・
共
有
の
認
識
を
示
せ

公
文
書
の
情
報
開
示
・
情
報
提
供

説
明
責
任
を
全
う
す
る

平田　慎一 議員

マルおおさき２階　事前着工現場
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議員と語
る会

議員と語
る会

切り取り線

議会議会をを傍聴傍聴
してみませんか!!してみませんか!!
　手続きは簡単です｡ 本会議の
当日、傍聴人受付票に住所･氏
名などを記入していただくだけ
です｡
　なお、本会議は本庁舎３階の
本会議場において午前１０時か
ら行われます。一般質問のある
日程のときは、事前に防災無線
でもお知らせしています｡ どうぞ
お気軽にお越しください｡

　次回の定例会は８月末開会予
定です。

差出有効期限
令和７年３月
31日まで
（切手不要）

住所

氏名

※回答を希望される場合は、住所・氏名をご記入ください。

・対　　象　�大崎町に所在し活動するグ
ループ等

・開催日時　令和６年３月末日まで

・開催場所　�申込書に記載された場所を
基に、協議のうえ決定

・応募方法　�左記の申込書に記入の上、
返信用ハガキの裏面へ貼り
付けてご提出ください
スマートフォンなどで二次元コード
を読み取り、入力フォームから申し
込むことも可能です。

⬅

議員と語る会申込書

グループの
住所・名称

住　　　　　所

大崎町

名　　　　　称

代表者・電話番号

希望日時

第１希望日時
令和　　年　　月　　日（　　）

　　時　　分　～
第２希望日時

令和　　年　　月　　日（　　）
　　時　　分　～

会　場

参加予定
人数

切
り
取
り
線

共にまちづくりを共にまちづくりを
考えませんか考えませんか
意見交換を行う意見交換を行う
グループを募集グループを募集
しますします

○　おおさき議会だよりNo.16815



町議会に対する意見をお聞かせください。

切り取り線

　大崎町議会では、インターネット
映像配信サービスを利用して本会議
の生中継の配信を行っています。

～生中継及び録画映像の視聴方法～
　令和３年１２月議会から、本会議を
Youtube（ユーチューブ）で配信しています。
Youtube のページにて「大崎町議会」で
検索すると、動画が表示されますので選
択してご覧ください。インターネットによる
ライブ中継以外にも、役場ロビーに設置
のテレビでも視聴することができます。

議会中継をYoutubeで
公開しています！

←スマートフォンで←スマートフォンで
二次元コードを読み二次元コードを読み
取るだけで「大崎取るだけで「大崎
町議会チャンネル」町議会チャンネル」
に進むこともに進むことも
できます。できます。

大崎町議会

ビーチバレー
開催日　令和５年9月16日（土）～19日（火）
場　所　大崎町ビーチスポーツ専用競技場

開催　令和５年１０月７日（土）～１０月１７日（火）

大崎会場大崎会場をを
盛り上げましょう！盛り上げましょう！
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大
崎
町
に
移
住
さ
れ
た
き
っ

か
け
は

　

元
々
う
な
ぎ
に
携
わ
る
仕
事
を

し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

て
、
大
崎
町
は
う
な
ぎ
の
生
産
量

が
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の

で
、
う
な
ぎ
の
仕
事
を
や
る
ん

だ
っ
た
ら
大
崎
町
に
移
住
し
た
い

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
約
２
年
前
に
大
崎
町

に
移
住
し
全
国
で
も
珍
し
い
う
な

ぎ
の
生
食
（
刺
身
等
）
の
加
工
・

仕
立
て
等
を
取
り
扱
う
会
社
を
起

業
し
ま
し
た
。

　

会
社
は
近
隣
市
町
の
仲
間
３
名

で
始
め
て
、
現
在
、
従
業
員
７
名

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
お
い
の
、
に
ぎ
り
め
し
」
を

オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
経
緯
と
は

　

お
に
ぎ
り
屋
を
オ
ー
プ
ン
し
た

き
っ
か
け
は
、
う
な
ぎ
は
や
は
り

高
価
な
の
で
、
お
に
ぎ
り
だ
っ
た

ら
量
も
そ
こ
ま
で
使
わ
な
い
た

め
、
具
材
に
う
な
ぎ
を
使
う
こ
と

で
、
多
く
の
皆
様
に
安
く
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
種
類
を
販
売
し

て
い
ま
す
か

　

店
頭
で
販
売
す
る
お
に
ぎ
り

は
、
う
な
ぎ
の
具
を
使
っ
た
お
に

ぎ
り
が
５
種
類
、
う
な
ぎ
以
外
の

具
（
シ
ー
チ
キ
ン
や
エ
ビ
等
）
の

お
に
ぎ
り
全
部
で
15
種
類
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
う

な
ぎ
の
お
に
ぎ
り
「
龍
鰻
お
に
ぎ

り
」
が
一
番
の
売
り
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
大
崎
町
産
の
お

米
「
な
つ
ほ
の
か
」
の
使
用
も
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
店

頭
で
、
自
社
で
加
工
し
た
生
食
熟

成
う
な
ぎ
の
販
売
も
計
画
中
で

す
。

町
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

町
内
の
飲
食
店
等
、
地
元
の
若

い
方
と
交
流
す
る
場
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

若
い
方
が
住
み
や
す
く
な
る
よ

う
な
支
援
が
よ
り
充
実
す
る
と
、

移
住
者
も
益
々
増
え
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
崎
町
に
は
う
な
ぎ
以

外
に
も
魅
力
的
な
特
産
品
が
沢
山

あ
り
ま
す
の
で
、
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
て
多
く
の
方
に
町
の
魅

力
を
伝
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
江
口
尚
郁
さ
ん
、
貴
重
な
お
話

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

聞
き
手
／
平
田
慎
一
議
員

おにぎり屋「おいの、にぎりめし」オーナーの
江口尚郁さんにお話を聞きました。（７月６日）
住所：大崎町仮宿1585-2　電話番号：099-400-0637

株式会社
天
あま

登
と

ジャパンエイジング
代表取締役

（埼玉県出身）
江

え

口
ぐち

　尚
なお

郁
ふみ

　さん

龍
りゅう
鰻
まん
おにぎり

店舗外観
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町
民
の
広
場

宮
下　
和
子

　

三
年
間
待
た
さ
れ
た
国

体
、
50
年
前
に
関
わ
っ
た

事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

「
ひ
か
り
ひ
か
り
あ
ふ
れ

る
ひ
か
り
～
太
陽
国
体
」

役
場
女
子
職
員
で
唄
っ
て

迎
え
た
炬
火
、
県
民
こ
ぞ

っ
て
の
大
き
な
大
会
で
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
場

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
頼
ま
れ

た
時
、
何
に
も
考
え
な
い

で
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

大
変
な
忙
し
い
一
年
間

が
待
っ
て
い
る
と
は
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
土

日
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
大

会
が
あ
る
球
場
に
出
か
け

て
練
習
、
一
泊
二
日
の
審

判
員
・
大
会
役
員
と
の
研

修
も
数
回
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

に
不
可
欠
な
ス
コ
ア
ブ
ッ

ク
の
記
入
方
法
も
み
っ
ち

り
と
仕
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
番
苦
労
し
た
の
は
、

選
手
交
代
が
数
人
に
な
っ

た
時
の
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
、
こ
れ
を
何
度
も
練
習

し
ま
し
た
。女
性
陣
と
も
、

こ
う
い
う
機
会
を
得
な
が

ら
信
頼
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
本
番
で
す
。

女
性
陣
は
一
週
間
、
み
ん

な
で
寝
食
を
共
に
し
な
が

ら
の
共
同
生
活
で
、
家
に

は
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

夜
は
明
日
の
試
合
の
予

習
、
一
年
間
頑
張
っ
て
き

た
の
で
、
み
ん
な
自
信
を

持
っ
て
力
を
発
揮
で
き
ま

し
た
。
心
配
し
た
選
手
交

代
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
ち
ゃ

ん
と
出
来
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
閉
会

式
後
、
選
手
の
方
々
を

役
員
み
ん
な
で
、
握
手

し
て
見
送
り「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
を
か
け
て
も

ら
い
、
と
て

も
嬉
し
く
涙

が
溢
れ
ま
し

た
。

　

み
ん
な
の

こ
れ
ま
で
の

努
力
が
報
わ

れ
た
瞬
間
で

し
た
。
こ
の

感
動
は
ど
う

い
う
表
現
で

書
け
ば
い
い

の
か
、
言
葉

が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
太

陽
国
体
に
関

わ
れ
た
事
は

貴
重
な
体
験

で
し
た
。

　

今
回
、
大

崎
町
で
は
ビ

ー
チ
バ
レ
ー

が
開
催
さ
れ

ま
す
。
準
備
等
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
や
り
き
っ

た
時
の
感
動
が
待
っ
て
い

ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

富
重　

幸
博

編
　 

集
　 

後
　 

記

私
の
想
い

　

猛
暑
が
続
く
中
、
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
改
選
後
初
め
て
と
な
る
６
月

定
例
会
で
は
議
会
傍
聴
に
60
人
を
超

え
る
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、町

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、町
議

会
と
意
見
交
換
を
行
う
グ
ル
ー
プ
等

の
募
集
の
場
を
設
け
てい
ま
す
。

　

今
後
も
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
町

政
の
情
報
発
信

や
交
流
の
場
と

し
て
、
皆
様
に

役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
ご
愛
読

い
た
だ
け
れ
ば

幸
いで
す
。
暑
い

夏
が
続
き
ま
す

が
、
健
康
に
気

を
付
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

（
吉
原
信
雄
）

50
年
前
の
太
陽
国
体

平田　慎一

中倉　広文

中山　美幸
委員長

吉原　信雄

副委員長
岡元　修一

富重　幸博 草原　正和

太陽国体ソフトボール会場（写真右端が宮下和子さん）
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